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天神橋筋商店街での和歌教室 

 

坂本美樹1 

 

 2017 年 2 月 20 日、21 日、22 日の 3 日間にわ

たり、大阪の天神橋筋商店街にある関西大学リ

サーチアトリエ2にて和歌教室を開催した。参加

者は 7〜8 名。1 日目に「掛詞」、2 日目「折句」、

そして３日目に「物名歌」といった 3 つの和歌の

技法を取り上げた。 

 今回の開催にあたり、和歌の技法を取り上げ

ながらも〈ことば遊び〉の要素に重点を置き、クイ

ズ形式で和歌の面白さと親しみやすさを感じて

もらうことを目標とした。また、関西大学リサーチ

アトリエは大阪市の天神橋筋３丁目に位置して

おり、地域の人々が気軽に立ち寄れる場所で

ある。学校教育とは異なり、様々な年代や職種

の方々の参加が想定されるため、和歌作品でも

最もなじみのある『百人一首』を主な題材とし、

現代にも通じるような裏話を盛り込み、受講する方々が少しでも和歌に親しみを持ってもらえるよ

うな内容を心掛けた。 

 和歌への興味について、和歌教室終了後に参

加者の方々へインタビューしたところ、歴史上の

人物が詠んだ歌や恋の歌に関しては興味があっ

たものの、それ以外に関しては「あまり興味はな

かった」という回答であった。さらに、「学校の授

業で和歌を勉強しましたか？」と尋ねたところ、夏

休みの宿題での暗記や和歌の修辞法を学んだ

記憶はあるが、和歌の詠まれた背景まで学んだ

という回答はなかった。また、修辞法の中でも、

「掛詞」は知っていたけれども「折句」や「物名歌」

は知らなかったという回答が多かった。しかし、

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              
1関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程。 
2関大大学リサーチアトリエは 2018 年 3 月で閉鎖された。 
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「今回の和歌教室を受けて、どのような点に興味を持ちましたか？」という質問に対して、「現代に

も通じることば遊びをしていた点」や「このような難しい技法を当時の日本人はみな分かっていた

のかに興味を持った」といった回答が得られた。さらに和歌が詠まれた背景について、「現代と変

わらないことが昔にもあったこと」に興味を持ったという回答もあった。よって、今回の和歌教室を

受けて、和歌をこれまでより身近な存在として感じとってもらえたことが分かる。 

 学校教育において和歌を教える際、和歌の修辞法と一首の解釈が中心となることが多く、こと

ば遊びとしての面白さや、和歌の詠まれた背景まで踏み込むことは少ない。今回は学校という場

を離れ地域の中で開催したことにより、学校教育とは別の視点から和歌を詠んでいくことが可能

になった。また、参加者の意見の中には「天満周辺に関連した和歌があれば教えて欲しい」とい

った意見があった。和歌には地名やその土地特有の

物を詠み込むことが多いため、その地域に関連した物

を詠み込んだ和歌を題材にすれば、さらに和歌を身近

に感じられるかもしれない。和歌は時代や言葉の違い

もあり、どうしても近寄りがたく難しいイメージがあるが、

地域の視点から見ることで、そのようなイメージを払拭

できる可能性がある。今回の和歌教室は、そのような新

たな和歌教育の可能性が考えられる時間であった。 
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